




















































論 1」（前期）および「理科教育論 2」（後期）が設けられている。月曜日 5 時間目には、主に物理学科の
学生対象のクラスが、木曜日 5 時間目には、主に応用生物学科の学生対象のクラスが設けられている。
2017 年度後期の履修者数は、月曜日 12 名、木曜日 15 名であった（前期の履修者数は、月曜日 12 名、木
曜日 19 名）。
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2017 年度後期の理科教育論 2 のシラバスは表 1 のとおりである。実際の授業は、表 1 のシラバスに基


















































































































設問 1 設問 2 設問 3 設問 4 設問 5
週に 1 回以上 2 3 4 2 1
月に 2～3 回程度 13 5 9 3 2
月に 1 回程度 6 4 5 4 6
1 学期に 1 回程度 3 2 0 0 10
ほとんどなかった 3 13 9 18 8
この設問は前期と同じ内容である。ほぼ同じメンバーなので、ほぼ同じ結果が出てくるはずであるが、
大きくことなる箇所が 2つある。1 つは設問 1で、「週に 1回以上」、「月に 2～ 3回程度」、「月に 1回程度」
と回答した人数が、前期はそれぞれ、4、8、9名であるのに対し、後期はそれぞれ 2、13、6 名であった。
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表 4　回答集計結果（5段階の平均値）
ア イ ウ エ オ
学習指導要領 小・中・高の理科の比較 3.56 3.56 4.15 3.26 3.30 
理科の教材研究（授業の準備） 3.96 3.85 4.33 3.15 3.67 
授業の基本技術（導入・発問・板書など） 4.11 3.86 4.44 3.41 4.11
学力調査・国際学力調査 3.67 3.52 4.19 3.63 3.59 
実験・実習の安全指導 3.85 3.89 4.48 3.33 4.00
デモ実験アラカルト（デモ実験の紹介） 4.15 3.89 4.30 3.37 4.04
高校理科基礎科目の内容調査 3.37 3.59 3.70 2.93 3.11 
化学のデモ実験 4.15 4.00 4.27 3.27 3.77 
模擬授業（講義中心） 4.19 3.96 4.52 3.44 3.89 
学会・研究会の紹介 3.74 3.33 3.89 3.15 3.26 



















アンケートの設問 1と設問 2への回答結果の関連を調べた。設問 1のア～オを 5～ 1の 5段階の数値に
置き換えた上で、設問 2の回答結果（同じく 5～ 1の 5段階）との間で、PEASON の相関係数を算出した。
サンプル数が少ないので、正確さは欠くと思われるが、ある程度の傾向はつかめるものと思われる。なお、
相関係数の算出は、表計算ソフトである「エクセル」の関数を用いた。


















.0-00.051.0-81.0-10.0-70.0-41.091.040.021.0）校学中（験経の験実 29 -0.24 -0.24 0.19 0.05 -0.03 
60.020.0-80.050.002.081.051.030.060.0-01.0）校学中（験経の表発 -0.11 -0.14 0.13 0.09 0.09 
話し合いの経験（中学校） 0.38 0.26 0.46 0.34 0.44 0.17 0.16 0.07 0.23 0.26 0.28 0.17 0.43 0.18 0.29 
実験の経験（高等学校） 0.14 0.15 -0.01 0.15 0.00 0.34 0.14 -0.04 -0.17 -0.04 -0.05 -0.22 0.15 0.28 0.08 
）んぷんで、ねば（導指験実）解分気電（導指験実査調容内の科理校学中
オエウイアオエウイアオエウイア
31.0-62.0-32.0-60.012.0-01.0-21.0-32.0-41.0-）校学中（験経の験実  0.00 -0.04 -0.26 -0.22 0.00 0.11 
50.0-90.010.062.041.021.0-61.0）校学中（験経の表発 0.34 0.19 0.25 0.02 -0.09 0.15 0.07 0.16 
話し合いの経験（中学校） 0.31 0.24 0.10 0.36 0.32 0.34 0.15 -0.05 0.12 0.13 0.18 -0.11 -0.13 0.19 0.09 
実験の経験（高等学校） -0.07 -0.10 0.01 0.11 -0.14 0.15 0.01 0.13 0.02 0.25 0.17 0.16 -0.06 -0.03 0.22 
討検互相の案導指方き書の案導指）査調質水（習実外野
オエウイアオエウイアオエウイア
02.0-32.0-50.0-）校学中（験経の験実 -0.30 -0.14 -0.06 -0.09 -0.12 -0.20 -0.05 0.06 -0.01 0.15 -0.15 0.06 
60.050.010.0-41.0-31.0-90.060.002.040.020.0）校学中（験経の表発  0.15 0.18 0.10 -0.05 0.16 
話し合いの経験（中学校） 0.29 -0.09 -0.12 0.07 0.16 0.39 0.38 0.40 0.23 0.30 0.40 0.42 0.48 0.34 0.33
実験の経験（高等学校） 0.02 0.02 -0.19 -0.11 0.04 0.10 0.28 -0.09 -0.05 0.27 0.22 0.18 0.18 -0.04 0.29 




41.0-21.0-40.0-00.012.0-22.0-50.0-）校学中（験経の験実 -0.35 -0.19 -0.28 -0.20 -0.18 -0.35 -0.11 -0.14 
62.0-）校学中（験経の表発 -0.33 -0.17 -0.29 -0.40 -0.33 -0.35 -0.13 -0.17 -0.41 -0.25 -0.23 0.14 -0.10 -0.21 
40.052.022.090.070.070.031.091.090.010.0-）校学中（験経のい合し話  0.05 0.13 0.29 0.28 0.11 
2.0-70.0-70.0-60.0-71.040.0-30.0-70.0-81.0-）校学等高（験経の験実 2 0.15 0.05 -0.05 -0.29 -0.39 0.13 
）介紹（トルカラア験実モデ導指全安の習実・験実査調力学際国・査調力学
オエウイアオエウイアオエウイア
実験の経験（中学校） -0.34 -0.19 -0.19 -0.14 0.05 -0.17 -0.31 -0.23 0.04 -0.08 -0.26 -0.11 -0.26 -0.27 -0.18 
発表の経験（中学校） -0.32 -0.17 0.13 -0.14 -0.23 -0.38 -0.45 -0.14 -0.06 -0.46 -0.42 -0.07 -0.21 -0.13 -0.34
-31.090.060.0-50.0-70.0-52.040.051.071.0-）校学中（験経のい合し話 0.11 -0.14 0.07 0.01 0.19 -0.18 
21.0-41.0-10.0-82.080.0-90.0-01.0-52.0-）校学等高（験経の験実 -0.33 -0.12 0.01 -0.02 0.07 -0.16 0.07 
）心中義講（業授擬模験実モデの学化査調容内の目科礎基科理校高
オエウイアオエウイアオエウイア
00.010.0-80.0-41.0-71.0）校学中（験経の験実 -0.36 -0.61 -0.40 -0.43 -0.52 -0.39 -0.37 -0.43 -0.20 -0.28 
71.0-）校学中（験経の表発 -0.33 0.07 -0.26 -0.16 -0.29 -0.29 -0.20 -0.21 -0.47 -0.29 -0.22 -0.36 -0.13 -0.43
30.0-12.0-62.0-62.0-51.091.072.041.081.0）校学中（験経のい合し話 -0.36 -0.06 0.09 0.10 0.20 -0.04 





22.0）校学中（験経のい合し話 0.32 0.16 0.37 0.11 0.20 0.28 0.35 0.28 0.25 
81.050.061.0-80.092.021.0-21.0-60.0-80.0）校学等高（験経の験実 0.40



























　　化学と教育 7月号  p.328　（2016） 
9）　溝上 慎一　「アクティブーラーニングの基礎的理解」　指導と評価 10月号 p.21 （2015）
10）　八木 圭一　「小中高の教科書からひろがるアクティブ・ラーニング」
　　 化学と教育 7月号 p.320  （2016）
11）　川村 康文  「理科指導の実践力を高める理科教員養成のメソッドについての一考察」
　　 －川村メソッド－　東京理科大学教職教育研究　第 1号 p.101  （2016）





　　 東京理科大学教職教育研究　第 3号 p.161（2018）
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